
 

                       

                                  

                                  

    

県
組
合
の
予
算
理
事
会
が
２
月

26
日(

月) 

、
県
組
合
事
務
所
会

議
室
で
開
か
れ
、
令
和
６
年
度
の

事
業
計
画(

案)

と
予
算(

案)

な
ど

を
審
議
し
た
。 

ま
た
、
能
登
半
島
地
震
に
よ
る 

組
合
店
舗
の
被
害
状
況
と
義
援
金

に
つ
い
て
協
議
し
た
。 

議
題
は
次
の
と
お
り 

①
令
和
６
年
度
事
業
計
画(

案)

に 

つ
い
て 

②
令
和
６
年
度
収
支
予
算(

案)

に

つ
い
て 

③
今
後
の
日
程
に
つ
い
て 

④
能
登
半
島
地
震
に
つ
い
て 

⑤
そ
の
他 

      

令
和
６
年
度
を
変
革
の
年
と
捉

え
、
将
来
を
見
据
え
て
財
政
、
事

業
と
も
抜
本
的
に
見
直
し
、
個
性

と
多
様
性
の
時
代
に
合
っ
た
存
在

感
の
あ
る
県
組
合
を
目
指
し
、
再

構
築
し
て
行
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

次
の
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
を
目
指
し

て
、
組
合
員
の
皆
様
に
相
応
の
ご

負
担
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
誠
に

心
苦
し
い
で
す
が
、
先
ず
は
財
政

の
健
全
化
を
図
り
、
そ
の
上
で
組

合
員
の
満
足
度
を
実
感
出
来
る
組

織
と
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。 

少
子
高
齢
化
と
労
働
力
不
足
は

現
在
か
ら
将
来
に
渡
っ
て
我
が
国

の
懸
念
で
あ
り
、
私
達
の
業
界
も

対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。 

加
え
て
、

国
内
だ
け
で
な
く
国
際
化
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
レ
ス
が
進
む
中
で
の
儲
か

る
業
作
り
の
道
を
し
っ
か
り
と
考

え
て
行
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

何

よ
り
個
店
の
売
り
上
げ
と
収
益
性

を
高
め
る
事
、
そ
れ
が
ひ
い
て
は

後
継
者
育
成
に
つ
な
が
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。 

難
し
い
環
境
は
続
き
ま
す
が
、

常
に
変
化
す
る
社
会
と
組
合
の
現

状
に
照
ら
し
合
わ
せ
、
そ
の
構
造

に
も
し
っ
か
り
と
目
を
向
け
、
勇

気
を
持
っ
て
、
業
界
活
性
化
に
つ

な
げ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

私
達
の
組
合
を
私
達
の
手
で
主
体

的
に
作
り
あ
げ
ま
し
ょ
う
。 

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
ど

う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 

■
総
務
部 

①
表
彰
事
業
の
実
施 

②
各
店
舗
就
業
者
台
帳
、
組
合
員

名
簿
の
管
理 

③
衛
生
消
毒
講
習
会
等
の
開
催 
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理 

事 

会 

令和６年度 事業計画(案)、予算(案)を審議 

令
和
６
年
度 

事
業
計
画(

案) 
 



理容いしかわ               令和 6 年 4 月 10 日（2） 

 
④
関
連
業
界
等
と
の
情
報
交
換
を

図
る 

⑤
顧
問
弁
護
士
制
度
の
継
続 

【
事
業
担
当
】 

①
組
合
取
扱
商
品
の
販
売
・
充
実

を
図
る 

②
組
合
・
組
合
員
の
収
益
に
つ
な

が
る
新
事
業
の
開
拓 

③
事
業
担
当
部
長
会
の
開
催 

■
教
育
部 

①
各
種
競
技
大
会
の
参
加
と
開
催 

②
各
種
講
習
会
の
開
催 

③
毛
髪
相
談
室
の
運
営 

④
組
合
講
師
認
承
講
習
会
の
受
講 

⑤
教
育
部
長
会
議
の
開
催 

⑥
石
川
県
組
合
講
師
会
の
開
催 

⑦
石
川
県
組
合
講
師
認
定
委
員
会

の
開
催 

⑧
競
技
大
会
出
場
選
手
の
育
成
な

ら
び
に
大
会
出
場
選
手
強
化
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
の
実
施 

             

⑨
理
容
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
協

力 ■
組
織
部 

①
組
織
部
合
同
会
議
の
開
催 

②
新
規
開
業
者
、
未
加
入
者
へ
の

組
合
加
入
促
進 

③
理
容
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進

と
実
施 

④
理
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
実
施 

⑤
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
の
開

催 ⑥
標
準
営
業
約
款
へ
の
加
入
と
再

登
録
の
促
進 

⑦
青
年
部
、
女
性
部
の
活
動
と
促

進 ⑧
イ
ー
ト
コ
ス
テ
ッ
カ
ー
の
作
成

と
配
布 

⑨
そ
の
他
必
要
と
さ
れ
る
事
業
の

検
討
実
施 

■
共
済
部 

①
共
済
事
業
に
関
す
る
一
切
の
事 

             

項 ②
共
済
担
当
者
会
議
の
開
催 

③
共
済
説
明
会 

④
共
済
情
報
の
発
信 

⑤
成
人
病
検
診(

人
間
ド
ッ
ク)

の

推
進 

⑥
各
支
部
理
容
師
共
済
会
連
絡
会

議
の
開
催
協
力 

■
情
報
セ
ン
タ
ー 

①
広
報
事
業
の
実
施 

②
組
織
内
外
の
情
報
の
収
集
と
発

信 ③
情
報
セ
ン
タ
ー
委
員
会
の
開
催 

■
企
画
室 

①
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
活
用
方
法
に
つ
い

て ②
組
合
と
各
行
政
機
関
と
の
関
係

性
に
つ
い
て 

(

各
種
補
助
金
の
獲

得
等) 

③
検
討
委
員
会
の
開
催 

④
そ
の
他
必
要
事
項
の
検
討 

             

     

■
収
入 

①
組
合
費(

県
組
合
賦
課
金
、
全
理

連
会
費
、
東
海
北
陸
理
容
協
議

会
会
費
、
県
生
活
衛
生
同
業
組

合
連
合
会
会
費)

を
７
月
か
ら
、

全
組
合
員
一
律
、
月
額
２
２
０

０
円
に
改
定
。 

②
県
組
合
事
務
所
運
営
費
を
７
月

か
ら
、
全
組
合
員
一
律
、
月
額

５
０
０
円
に
改
定
。 

■
支
出 

①
県
組
合
賦
課
金
、
事
務
所
運
営

費
の
改
定
に
よ
り
収
入
が
増
え

る
た
め
、
こ
れ
ま
で
厳
し
い
予

算
額
だ
っ
た
事
業
に
つ
い
て
は

増
額
。 

             

    

▽
石
川
県
生
活
衛
生
同
業
組
合

連
合
会
理
事
長
表
彰 

橘 
 

英
行 

（
常
務
理
事
、
加
賀
小
松
） 

夏
嶋 

正
博 

（
常
務
理
事
、
能
登
羽
咋
） 

                      

令
和
６
年
度 

収
支
予
算(

案) 

県組合 

第 36回 通常総会 

第 66回 通常総代会 
 

■日時／５月 27日(月) 

午前９時 30分から 

■場所／県地場産業振興センター 

・・・・・・・・・・・・・・・・ 

令
和
４
年
度
通
常
総
代
会
で
、
定
款
一
部
変
更
の
議
案
「
総
代
の
改
選
期
で
あ
る
令
和
６
年
度
よ
り
定
数
を
60
人
と
す
る
」
が
承
認
さ
れ 

ま
し
た
。
令
和
６
年
度
の
各
支
部
に
お
け
る
選
出
数
は
表
の
と
お
り
で
す
。 

 

表 
 

彰 
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理容いしかわ               令和 6 年 4 月 10 日（4） 

                                   

                                  

                                  

                                  

                                  

こ
の
半
世
紀
で
理
容
組
合
員
が 

ほ
ぼ
半
減
し
た
。
近
年
は
脱
退
者 

も
少
な
く
無
い
が
、
大
半
は
後
継 

者
不
在
に
よ
る
廃
業
だ
。 

 

組
合
に
残
る
者
、
脱
退
す
る
者 

そ
れ
ぞ
れ
が
主
張
す
る
組
合
の
価 

値
観
に
つ
い
て
、
時
々
耳
に
す
る 

の
は
「
自
店
の
営
業
に
メ
リ
ッ
ト 

が
あ
る
の
か
？
」
だ
が
…
。 

 

組
合
存
続
の
意
義
は
組
織
活
動 

の
重
要
性
に
あ
る
、
と
私
は
考
え 

て
い
る
。
個
人
で
は
出
来
な
い
が 

 

組
織
な
ら
出
来
る
事
が
多
々
あ
る
。 

経
営
面
で
の
サ
ポ
ー
ト
や
賠
責
、

免
許
制
度
の
堅
持
、
病
気
や
災
害 

時
で
の
助
け
合
い
等
々
。 

 

そ
れ
ら
を
ど
う
捉
え
る
か
は
自 

由
だ
が
、
私
た
ち
の
営
業
を
下
支 

え
し
て
い
る
事
は
確
か
で
あ
る
。 

後
継
者
の
居
な
い
私
に
は
多
く 

を
語
る
資
格
は
無
い
か
も
知
れ
な 

い
が
、
賢
明
な
組
合
員
に
は
お
解 

り
頂
け
る
と
信
じ
て
い
る
。 

（
理
容
文
芸
ク
ラ
ブ
） 

 

メ
リ
ッ
ト
の
分
母
に
欲
も
少
し
入
れ 

 

支援ニーズ発掘のための巡回指導 

報告書の回収状況 
今年度の５月と９月に実施された全国生活衛生営

業指導センター主導の「生活衛生同業組合による支援

ニーズ発掘事業」において、各支部で巡回指導し回収

された報告書の件数を発表します。 

 なお、「支援ニーズあり」と希望した数は、第１回目

(５月)が計７件、第２回目(９月)が計４件でした。 

 ご協力ありがとうございました。 

 

 第１回目 第２回目 

金沢 195 168 

加賀 87 58 

能登 60 57 

計 342 283 
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決 

算 

部 
長 
会 

３
月
21
日(

木)

、
組
合
事
務
局

に
て
金
沢
支
部
決
算
部
長
会
が
行

わ
れ
、
地
区
部
長
さ
ん
の
承
認
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

                      

      

７ 

部 

新 

年 

会 

 

３
月
11
日(

月)

13
時
〜
、
ス

テ
ー
キ
ハ
ウ
ス
六
角
堂
に
て
15

名
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

１
月
の
地
震
も
あ
り
、
ど
う
す

る
か
悩
ん
だ
新
年
会
で
し
た
が
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
流
行
を
避

け
て
開
催
し
ま
し
た
。 

久
し
ぶ
り
の
新
年
会
で
い
ろ
い

ろ
と
意
見
交
換
等
も
で
き
楽
し
い

会
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

                

物
故
者
追
善
法
要 

３
月
11
日(

月)

11
時
～
、
令

和
５
年
度
に
亡
く
な
ら
れ
た
支
部

組
合
員
、
家
族
の
遺
徳
を
偲
ぶ
追

善
法
要
が
、
圓
徳
寺
（
金
沢
市
里

見
町
３
）
に
て
ご
遺
族
の
参
列
で

行
わ
れ
た
。 

（
敬
称
略
） 

前
川 

世
家
治
（
２
部
） 

前
組
合
員 

村
中 

外
志
子
（
１
部
東
）
同
居
家
族 

山
崎 

清
一 

（
１
部
東
）
前
組
合
員 

清
水 

 

修 

（
１
部
東
）
前
組
合
員 

北
川 

明
好 

（
１
部
中
）
前
組
合
員 

清
谷 

悦
子 

（
７
部
） 

同
居
家
族 

村
本 

外
志
雄
（
１
部
東
）
前
組
合
員 

山
田 

政
信 

（
３
部
） 

前
組
合
員 

                 

                                  

                                  

金 

沢 

支
部
長 

田
中 

栄
一 

０
７
６(

２
４
５)

５
５
８
９ 

金
沢
支
部
総
会 

４
月
25
日(

木)

20
時
30
分 

石
川
県
理
容
美
容
専
門
学
校 

２
階 

視
聴
覚
室 

 
組合員の皆様へ 

情報センターからのお願い 

ｍ（＿＿）ｍ 

 

石川県組合情報センター「ライングループ」

の登録を、よろしくお願いします。 

 

１月１日の能登半島地震において、安否確

認・被害状況の確認等において、ライングルー

プがたいへん役に立ちました。 

地区ごとのグループになります。地区長さ

んにグループ追加をして頂いて下さい。 

 



理容いしかわ               令和 6 年 4 月 10 日（6） 

      

支
部
役
員
会 

第
４
回
能
登
支
部
役
員
会
は
３

月
１８
日
（
月
）
１３
時
か
ら
、
羽
咋

公
民
館
３
Ｆ
研
修
室
に
て
開
か
れ

た
。
出
席
者
は
８
名
（
欠
席
２
名
）
。 

大
積
亨
支
部
長
代
理
の
挨
拶
の

後
、
各
部
か
ら
事
業
報
告
が
あ
っ

た
。
ま
た
組
合
員
の
減
少
に
伴
い

県
総
代
は
100
名
か
ら
60
名
と
な

り
、
能
登
支
部
か
ら
の
県
総
代
は

25
名
か
ら
17
名
に
変
更
と
な
っ

た
。
能
登
支
部
総
代
も
同
じ
く
17

名
に
決
ま
っ
た
。 

１
月
１
日
の
能
登
半
島
地
震
後
、 

              

     初
め
て
集
ま
っ
た
役
員
会
。
各
地

域
の
被
害
状
況
や
復
興
状
況
に
つ

い
て
も
話
し
合
っ
た
。 

七
鹿
地
区
総
会 

七
鹿
地
区
定
期
総
会
は
３
月

１８
日
（
月
）
１０
時
か
ら
、
ワ
ー
ク

パ
ル
七
尾
１
Ｆ
多
目
的
ホ
ー
ル
に

て
１１
名
（
委
任
状
２０
名
）
が
出
席

し
て
開
催
さ
れ
た
。 

冒
頭
の
地
区
長
挨
拶
で
岩
崎
清

氏
は
『
地
震
に
よ
る
被
害
が
大
き

い
為
、
今
年
も
和
倉
温
泉
で
の
懇

親
会
が
中
止
と
な
っ
た
。
そ
の
影

響
な
の
か
総
会
の
出
席
者
も
少
な

く
残
念
だ
が
、
七
鹿
地
区
で
も
店

舗
の
被
害
件
数
が
多
く
、
未
だ
に

断
水
し
て
い
る
店
舗
も
あ
る
が
、

頑
張
っ
て
乗
り
越
え
よ
う
』
と
語

っ
た
。 

議
案
審
議
で
は
、
議
長
に
松
井

伊
知
朗
氏
が
選
出
さ
れ
、
令
和
５

年
度
事
業
・
決
算
、
令
和
６
年
度

事
業
計
画
・
予
算
の
全
議
案
に
つ

い
て
質
問
等
は
特
に
な
く
、
原
案

通
り
に
可
決
承
認
さ
れ
た
。 

ま
た
役
員
改
選
に
伴
い
、
新
し

い
地
区
長
に
宮
本
一
茂
氏
が
選
ば

れ
た
。 

総
会
終
了
後
は
市
内
の
美
味
し

い
仕
出
し
弁
当
が
配
布
さ
れ
た
。 

  

                              

震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

▼
１
月
10
日(

水)

～
２
月
17
日

(

土)

、
珠
洲
地
区
内
２
店
舗
に
て

計
23
回
、
技
術
者
２
人
、
施
術
者

137
人
、
カ
ッ
ト
、
シ
ェ
ー
ビ
ン
グ
、

ド
ラ
イ
シ
ャ
ン
プ
ー 

▼
２
月
21
日(

水)

、
珠
洲
市
大
谷

小
中
学
校
避
難
所
、
出
向
者
１
人
、

施
術
者
１
人
、
カ
ッ
ト 

▼
２
月
26
日
（
月
）、
七
尾
市
和
倉

小
学
校
、
出
向
者
２
人
（
他
美
容

師
２
人
）、
施
術
者
25
人
、
カ
ッ
ト 

▼
３
月
４
日(

月)

、
加
賀
市
柴
山

町
ホ
テ
ル
ア
ロ
ー
レ
、
出
向
者
８

人(

加
賀
地
区
組
合
員)

、
施
術
者

16
人
、
カ
ッ
ト 

                 

                                  

支
部
長 

近
藤 

秀
司 

０
７
６
７(

５
２)

３
９
８
０ 
能 

 

登 

能登半島地震 義援金口座を開設 
石川県理容組合では「令和６年能登半島地震」を受けまして、義援

金口座を開設しました。この口座に寄せられた義援金は、被災された

組合員の皆さまへ届けられます。(振込手数料はご負担ください) 

■受付口座 金沢信用金庫 本店営業部 (普通)1061785 

■口座名義 石川県理容生活衛生同業組合地震災害義援金 

理事長 行野欣也 

訂 正 
前号１ページ掲載の「組合員

店舗の被害状況・全壊全焼・門

前地区」は１件の誤りでした。 

お詫びいたします。 

(編集部) 



（7）令和 6年 4月 10 日                 理容いしかわ                           

 

 

 

        

◆
石
川
地
区 

３
月
18
日(

月)

、
野
々
市
市
図

書
館
会
議
室
に
お
い
て
出
席
45

名
（
委
任
状
35
名
含
む
）、
欠
席
３

名
で
開
催
し
ま
し
た
。 

審
議
内
容
は
、
執
行
部
役
員
が

任
期
満
了
に
よ
り
改
選
さ
れ
、
新

し
い
地
区
長
に
熊
田
一
義
氏(

２

部)

を
承
認
し
、
役
員
の
一
層
の
削

減(

新
執
行
部
は
３
名)

を
決
め
ま

し
た
。 

ま
た
、
総
会
の
簡
素
化
、
夏
季 

             

 

    

 

及
び
年
末
年
始
の
休
業
日
な
ど
に 

つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。 

(

通
信
・
梨
井
信
澄
地
区
長) 

◆
能
美
地
区 

３
月
４
日(

月)

、
能
美
市
根
上

総
合
文
化
会
館
で
開
催
し
、
16
名

が
出
席
し
ま
し
た
。 

新
し
い
地
区
長
は
和
田
隆
志
氏

に
決
ま
り
ま
し
た
。 

(

通
信
・
宮
本
義
勝
地
区
長) 

                 

    

■
３
月
21
日(

木)

役
員
会 

小
松
市
末
広
体
育
館
会
議
室 

「
報
告
・
協
議
事
項
」 

・
支
部
総
会
に
つ
い
て 

(

決
算
、
予
算
、
総
代
、
地
区
役

員
、
優
良
従
業
員
表
彰
、
支
部

費
な
ど) 

※
「
加
賀
支
部
役
員
会
」
は
令
和

６
年
４
月
か
ら
毎
月
第
２
水
曜
日

夜
に
開
催
し
ま
す
。 

         

支
部
選
任
理
事
に 

田
島
、
下
﨑
、
山
本
氏 

県
組
合
の
令
和
６
年
度
役
員
改

選
に
係
る
加
賀
支
部
選
任
理
事
に

決
ま
っ
た
田
島
徳
久(

加
賀)
、
下

﨑
薫(

石
川)

、
山
本
登
志
幸(
小

松)

の
３
氏
が
、
３
月
25
日(

月)

開
催
の
県
組
合
組
織
理
事
会
に
出

席
し
た
。 

                                  

                                  

加 
 

賀 

支
部
長 

田
島 

徳
久 

０
７
６
１(

７
４)

３
８
１
９ 

役 

員 

会 

令和６年度 

加賀支部総会 

■日時 ５月 13日(月)午前９時 30分開会 

■場所 小松市「小松ドーム」会議室 

各
地
区
で
総
会 



理容いしかわ               令和 6 年 4 月 10 日（8） 

 

こ
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら 

機
関
紙
「
理
容
い
し
か
わ
」
の 

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
へ
リ
ン
ク
！ 

                                  

                                  

編 

集 

閑 

談 

▼
能
登
支
部
情
報
セ
ン
タ
ー
長
を

交
代
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。
気

が
付
け
ば
９
年
間
、
文
章
の
苦
手

な
私
が
こ
こ
ま
で
続
け
ら
れ
た
の

は
周
り
の
助
け
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ…

感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
白

黒
か
ら
カ
ラ
ー
印
刷
へ
、
手
作
業

か
ら
デ
ジ
タ
ル
化
へ
、
私
の
役
目

は
終
わ
り
ま
し
た
。
次
の
時
代
へ

バ
ト
ン
を
渡
し
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 (

松
原
勝) 

▼
『
極
め
る
』 

          

 
 
 
 

（
青
山
幸
雄
） 

▼
組
合
会
議
の
前
後
に
兼
六
園
や

金
沢
城
公
園
を
歩
く
こ
と
が
あ
る
。

心
身
の
バ
ラ
ン
ス
が
気
に
な
る
か

ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
調
整
だ
。
石

川
の
名
所
に
触
れ
な
が
ら
、
季
節

感
あ
る
小
さ
な
感
動
を
見
つ
け
て

は
満
足
し
て
い
る
。
春
で
す
ね
。

が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。(

沓
智
之
） 

                                  

                                  

 

Ｓ
マ
ー
ク
は
信
頼
の
ブ
ラ
ン
ド 


